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尾州とは
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愛知県⼀宮市を中⼼に、津島市、江南市、岐⾩県⽻島市など
国内最⼤の⽑織物（ウール）産地



世界三⼤⽑織物（ウール）産地
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繊維業会の流れ
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川上（素材）

川中（商品化）

川下（販売）

原料〜⽷、⽣地まで

企画、縫製、アパレル

⼩売店、百貨店、EC

消費者



川上（素材） 原料〜⽷、⽣地まで
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中原ニッ
ト

艶清興
業



尾州の特徴① ⽊曽川の恵み
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尾州の特徴② 商品企画の多様性



尾州の歴史
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江⼾時代以前
農家の副業

明治24年（1891年）
濃尾地震

昭和25年（1950年）
ガチャマン景気

起源 ▶ 危機 ▶ 転機



現在の尾州
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ファストファッションの台頭、海外製品の流⼊、⾼齢化・後継者不⾜によって衰退



尾州の挑戦
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再び産地は危機を転機に変えようと
活性化に向けた挑戦が各所で⽣まれている。

映画 ラジオ 産地⼀⻫オープンファクトリー





中原ニット
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尾州にある家族の編物⼯場
びしゅう かぞく あみもの こうじょう



沿革

1959年 ： 秀増毛織 創業

 尾州産地にて毛織物業を開始

1981年 ： 経編機／ラッセルを導入し、編物業へ転身

 二代目・信良が参画し、社名を「中原ニット」へ改称

2025年 ： 三代目・誌公が加わり、新体制として歩みを進める

ひでます

たてあみ

し こ う

のぶよし



経営理念
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Mission（使命）

ニット事業を通じて
尾州から日本を、そして世界を笑顔に

Value（価値）

 1. 先人たちに敬意を
 2. 現代を生きる人と協力を
 3. 子どもたちの未来に希望を

Action（行動指針）

 1. 勇気ある挑戦
 2. 愛ある挑戦
 3. 活発な挑戦



ラッセル（たて編み）
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織物 たて編み よこ編み

伸びにくい
しっかり

伸びる
やわらかい

たて編みは織物とよこ編みの中間特性をもつ



ラッセル編みの商品例
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織物よりも軽く、通気性あり
よこ編みよりもしっかりしたニット

メッシュ地バッグやポーチボディタオル アパレル（服）



中原ニットの経営課題
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資材が主のため、仕事量は多いが、単価が安い

資材
和歌⼭との仕事

アパレル
尾州はアパレルの⽣地産地

ファブリック

安い
多い

⾼い
少ない



中原ニットの経営戦略
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プレファレンス ︓好感度（消費者の脳内のサイコロでそのブランドが選ばれる確率）
 認知率 ︓そのブランドを知っている確率
 配荷率 ︓店舗などで物理的に買える状況にある確率

ケース プレファレンス × 認知率 × 配荷率 ＝ビジネスの結果
① 100 50％ 50％ 25
② 100 80％ 50％ 40
③ 150 80% 50% 60

“尾州のラッセル”というポジションを確⽴し
「B to B」 と 「B to C」 の両⾯において3つの変数を⾼める



尾州の魅⼒を伝える
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尾州のものづくりを
描いた絵本

⼩学校での出張授業
メディア露出、SNS

尾州全体の市場を広げるとともに
「プレファレンス」と「認知率」の向上を狙う



ラッセルの魅⼒を伝える
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ラッセル全体の市場を広げるとともに
「プレファレンス」と「認知率」の向上を狙う

⼦どもたちに協⼒してもらって制作した
ちびぞうのニコリ

中原ニットの
ラッセル⽣地を⾝に付けている

仲間のスマイルと
イベント参加



配荷率
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【B to B】
中原ニットと

どんな仕事ができるか
▼

まずは⼀度試してもらう

【B to C】
まだ⾃社商品がない

▼
初めての企画販売

（⽷の仕⼊れから商品化、販売）
挑戦中



挑戦はつづく…
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尾州 ラッセル
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おまけ



尾州の⾖知識


